
2014 年度 第 7回キールボート強化委員会 議事録 

2014 年 11 月 26 日（水） 

ちよだプラットフォームスクウェア 506 会議室 

 

� 委員長：中澤信夫 副委員長：久保田悟（議長） 金子純代  

� 事務局：熊谷一樹 書記：加藤文弥 中山遼平 

� 出席者（順不同）：上松慮生 

� 19:00 開会 / 20:40 閉会 

 

【協議事項】 

� 大学対抗＆U25 マッチについて 

・ 委員会として本年度も支援、協力していく。（中澤） 

・ 練習会の開催等について早急に JYMA 担当者と打ち合わせを行う。 

・ 次回の委員会にて実行委員会の佐藤さんもしくは伊藝さん、石黒さんを交えて協議予定。 

・  

� 日中韓親善レガッタについて（中澤） 

・ 9 月に行われた 3カ国の担当者による会議の中で日本開催の打診があった。 

・ 開催費用は 500 万円程度と見込まれる。 

・ ジュリーとして過去大会に参加経験のあるルール委員会の柴沼さんより、大会運営に関

する質問に対して詳細な回答を頂いた。 

・ 大会を開催する場合、実行委員会を立ち上げる必要があるが、キールボート強化委員会

のメンバーが主幹となるのではないか。 

・ 大会日程を平日にすれば葉山でも 10 月～11 月頃に開催可能か検討する（Y30 の使用に

ついて NST 永島さんに相談中）。 

・ 冠スポンサーを優良企業等に依頼できないか検討する。現時点では葉山、逗子での開催

が現実的と考えられる。 

・ 現在、委員会メンバーの中山が中韓の担当者とコンタクトをとり、両国の日程を調査し

ている。 

・ ディンギーだけでなく、キールボートにおいてもアジア諸国でワールドチャンピオンを

輩出しようと動き始めている。日本でも将来的にワールドマッチレーシングツアーやネ

ーションズカップなどを開催できる環境を作っていくべきだと考えられる。既にハーバ

ーや宿舎といった環境は揃っているため、どのようにして船を揃えるかが課題である。 

 

【報告事項】 

・ 11 月初旬にメルジェスウィークが開催され成功裡に終了した。海外艇の誘致が来年以降

の課題とのこと。 



・ 11 月後半に J/24 全日本選手権が開催され成功裡に終了した。参加艇数は 19 艇と年々減

少しているが、トリッキーな風が入り、スコアを崩す艇が多かった。（熊谷・加藤） 

・ 来年 1 月末に長崎で開催される外洋合同委員会への参加を当委員会メンバーに打診中。 

・ 次回委員会は忘年会を兼ねて開催予定。大学マッチについて協議できるよう要調整。（連

絡担当・加藤） 

 

� 次回委員会の開催日：未定、決定次第 web 公開及びメール配信します。 

� 議事録作成者：中山遼平 議事録署名人：中澤信夫 

 


